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２
０
１
９
年
度
「
わ
た
し
の
美
し
の
森
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
の

入
選
作
品
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

（
表
彰
式
の
様
子
等
に
つ
き
ま
し
て
は
先
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

林
野
庁
長
官
賞

居
原
田
氏
の
コ
メ
ン
ト

　
こ
の
作
品
は
、
京
都
の
三
大
祭
り
の
一
つ
で
、

毎
年
５
月
15
日
に
執
り
行
わ
れ
る
『
葵
祭
』
の

『
路ろ

と
う頭

の
儀
』
の
行
列
が
下
鴨
神
社
の
参
道
を
進

む
姿
を
、
糺
の
森
の
新
緑
の
木
々
と
合
わ
せ
て

撮
影
し
た
も
の
で
す
。

　
古

い
に
し
えの「
糺
の
森
」と
平
安
時
代
か
ら
続
く
「
葵

祭
」そ
し
て「
路
頭
の
儀
」の
行
列
の
中
か
ら
牛
車

を
被
写
体
に
選
ぶ
こ
と
で
、「
悠
久
の
時
を
経
て
」

と
い
う
作
品
名
を
表
現
し
ま
し
た
。

写
真
家
、
福
田
幸
広
氏
の
講
評

　
日
本
的
な
美
し
い
時
間
を
と
ら
え
た
写
真
だ

と
思
い
ま
す
。
京
都
市
内
と
い
う
身
近
な
場
所

で
あ
っ
て
も
、
太
古
か
ら
引
き
継
が
れ
た
森
か

ら
は
遠
く
離
れ
た
深
山
の
森
に
勝
る
パ
ワ
ー
を

感
じ
ま
す
。
ま
さ
に
「
わ
た
し
の
美
し
の
森
」

と
い
う
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
に
ぴ
っ
た
り
の

写
真
だ
と
思
い
ま
す
。

写
真
家
、
米よ

ね

美
知
子
氏
の
講
評

　
深
い
森
の
中
で
行
わ
れ
る
厳
か
な
神
事
の
様
子

が
伝
わ
っ
て
く
る
作
品
で
す
。緑
溢
れ
る
梢
か
ら

は
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
も
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す

ね
。少
し
引
き
気
味
に
撮
っ
た
こ
と
で
、豊
か
な
自

然
と
の
調
和
が
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
品
名

悠
久
の
時
を
経
て

撮
影
者
：
居い

は
ら
だ

原
田 

晃て
る
よ
し嘉

部
門
名
：
景
観
部
門

撮
影
地
：
京
都
府
京
都
市　
糺た

だ
すの
森
（
下
鴨
神
社
）

糺
の
森
に
つ
い
て

　
「
糺
の
森
」は
、縄
文
時
代
よ
り
京
都
の
下
鴨
神

社
に
自
生
す
る
、エ
ノ
キ
、ム
ク
ノ
キ
、ケ
ヤ
キ
等

の
広
葉
樹
を
中
心
と
し
た
社し
ゃ

叢そ
う

林り
ん
※
で
す
。
下
鴨

神
社
と
共
に『
世
界
文
化
遺
産
』に
も
登
録
さ
れ

て
い
て
、森
の
中
に
は
瀬
見
の
小
川
や
奈
良
の
小

川
な
ど
、
四
季
折
々
の
美
で
人
の
心
を
と
ら
え

て
や
ま
な
い
名
所
が
あ
り
ま
す
。

（
引
用
・
参
考
：
糺
の
森
財
団
Ｈ
Ｐ 

https://tadasunomori.or.jp/about/

）

下
鴨
神
社（
賀か

も茂
御み

お
や祖
神
社
）へ
の
ア
ク
セ
ス

京
阪
出で

町ま
ち

柳や
な
ぎ
駅
か
ら
徒
歩
12
分

（
出
典
・
詳
細
：
下
鴨
神
社
Ｈ
Ｐ 

https://www.shimogamo-jinja.or.jp/

）

※社叢林とは、神社の神殿や参道等を囲む森林をいいます。

わ
た
し
の
美う

つ
く

し
の
森

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
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審
査
員
特
別
賞

加
納
氏
の
コ
メ
ン
ト

　
大
学
か
ら
始
め
た
登
山
に
よ
り
山
の
魅
力

に
魅
せ
ら
れ
、
こ
の
感
動
を
残
し
て
お
き
た

い
と
カ
メ
ラ
を
始
め
ま
し
た
。
こ
の
作
品
は
、

登
山
日
和
と
な
っ
た
天
気
の
中
、
燕
岳
を
登

り
切
っ
た
と
こ
ろ
、
長
年
の
夢
だ
っ
た
ラ
イ

チ
ョ
ウ
と
の
対
面
を
果
た
し
た
際
に
撮
影
し

た
も
の
で
す
。
感
動
の
あ
ま
り
写
真
撮
影
に

夢
中
に
な
り
、
仲
間
と
の
登
頂
記
念
写
真
に

は
入
り
そ
び
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

福
田
幸
広
氏
の
講
評

　
素
晴
ら
し
い
出
会
い
だ
と
思
い
ま
す
。
美

し
い
山
並
み
と
抜
け
る
よ
う
な
空
の
下
で

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
親
子
が
散
歩
中
な
の
で
す
か

ら
。
私
も
同
じ
場
所
に
い
た
ら
大
興
奮
で
撮

影
し
て
い
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
画
面
左

に
は
湧
き
立
つ
霧
を
わ
ず
か
に
写
し
こ
ん
だ

の
も
高
山
を
想
像
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
作
者

の
冷
静
な
撮
影
姿
勢
が
想
像
で
き
る
秀
逸
な

写
真
だ
と
思
い
ま
す
。

作
品
名

槍や

り

望
む
ラ
イ
チ
ョ
ウ

撮
影
者
：
加
納 

顕
悟

部
門
名
：
生
命
部
門

撮
影
地
：
長
野
県
安あ

づ
み
の
曇
野
市　
燕

つ
ば
く
ろ岳

燕
岳
に
つ
い
て

　
燕
岳
は
、
北
ア
ル
プ
ス
の
山
々
の
中
で
も
、

難
所
の
少
な
い
初
心
者
向
け
の
登
山
コ
ー
ス

が
存
在
す
る
北
ア
ル
プ
ス
の
入
門
と
し
て
人

気
の
山
で
す
。
花か
こ
う
が
ん

崗
岩
の
白
色
と
ハ
イ
マ
ツ

の
緑
色
が
鮮
や
か
に
映
え
、「
高
山
植
物
の
女

王
」
と
呼
ば
れ
る
コ
マ
ク
サ
や
特
別
天
然
記

念
物
の
ラ
イ
チ
ョ
ウ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

登
山
口
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
車
】

長
野
自
動
車
道
安
曇
野
Ｉ
Ｃ
か
ら
登
山
口
駐

車
場
（
約
80
分
）

【
電
車
と
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
】

松
本
駅
か
ら
穂
高
駅
（
約
30
分
）

穂
高
駅
か
ら
燕
岳
登
山
口
（
定
期
バ
ス
で
約

55
分
、
タ
ク
シ
ー
で
約
45
分
）

（
出
典
・
詳
細
：
燕
山
荘
Ｈ
Ｐ 

http
s://w

w
w

.enzanso
.

co.jp/

）
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審
査
員
特
別
賞

長
谷
川
氏
の
コ
メ
ン
ト

　
通
常
で
あ
れ
ば
池
の
水
は
、
水
中
に
沈
ん

だ
木
の
幹
も
見
え
る
ほ
ど
透
き
通
り
、
幻
想

的
な
風
景
が
広
が
る
の
で
す
が
、
五
蔵
岳
森

林
公
園
を
訪
れ
た
際
に
は
、
水
の
濁
り
の
と

て
も
強
い
五
蔵
池
が
出
現
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
濁
り
の
お
か
げ
で
、
水
面
に

反
射
す
る
木
々
の
姿
が
と
て
も
鮮
明
に
映
し

出
さ
れ
て
い
た
た
め
、
時
間
を
か
け
て
様
々

な
ア
ン
グ
ル
か
ら
撮
っ
た
写
真
の
中
か
ら
選

び
出
し
た
一
枚
が
こ
の
写
真
で
す
。

米よ
ね

美
知
子
氏
の
講
評

　
大
雨
の
後
に
出
現
す
る
五
蔵
池
の
神
秘
的

な
姿
を
独
自
の
ア
ン
グ
ル
で
捉
え
て
い
る
の

が
い
い
で
す
ね
。
奥
の
ア
キ
ニ
レ
の
群
生
だ

け
を
狙
っ
た
作
品
が
多
い
中
、
あ
え
て
手
前

の
木
々
を
入
れ
る
こ
と
で
密
林
感
が
出
て
い

ま
す
。

作
品
名

し
げ
み
の
中
で

カ
フ
ェ
オ
レ
見
つ
け
た

撮
影
者
：
長
谷
川 

裕
二

部
門
名
：
景
観
部
門

撮
影
地
：
長
崎
県
佐
世
保
市　
五ご

ぞ
う蔵

池

五
蔵
岳
森
林
公
園
に
つ
い
て

　
ア
キ
ニ
レ
の
群
生
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
五
蔵
池
は
、
大
雨
が
降
り
続
い
た
後

や
梅
雨
の
時
期
に
の
み
、
ア
キ
ニ
レ
の
群
生

地
の
中
に
出
現
す
る
こ
と
か
ら
、
地
元
の
人

で
も
目
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
「
幻
の
池
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

五
蔵
岳
森
林
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
電
車
と
バ
ス
】

佐
世
保
駅
前
か
ら
乙
石
尾
ま
で
西さ
い
ひ肥
バ
ス
で

約
40
分
、
下
車
後
徒
歩
約
２
㎞

（
出
典
・
詳
細
：
佐
世
保
市
Ｈ
Ｐ 

https://w
w

w
.city.sasebo.

lg.jp
/ka

n
kyo

/ka
n

se
i/

docum
ents/taikanm

ap-all.
pdf

）

フォトコンテスト
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こ
の
作
品
は
、
10
月
上
旬
に

撮
影
し
た
も
の
で
、
西
山
氏
が

訪
れ
た
日
は
、
登
山
道
が
２

日
前
に
開
通
し
た
ば
か
り
で

登
山
者
も
多
か
っ
た
の
で
す

が
、
紅
葉
に
包
ま
れ
た
こ
の

景
色
を
見
た
瞬
間
に
圧
倒
さ

れ
、
登
山
者
が
行
き
来
す
る

合
間
を
見
計
ら
っ
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
た
そ
う
で
す
。

　
西
山
氏
か
ら
は
、「
撮
影
場
所

は
標
高
１
，５
０
０
ｍ
を
超
え

ま
す
が
、石
川
県
と
岐
阜
県
を

結
ぶ
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト

ロ
ー
ド
の
駐
車
場
か
ら
約
30

分
と
、標
高
の
割
に
は
手
軽
に

た
ど
り
着
け
る
場
所
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
多
く
の
方
に
、直
接
こ
の

景
色
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。」と
の
コ
メ
ン

ト
を
頂
き
ま
し
た
。

協
賛
企
業
特
別
賞
・
公
益
財
団
法
人
イ
オ
ン
環
境
財
団
賞

協
賛
企
業
特
別
賞
・
三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
賞

作
品
名

作
品
名

霧
の
白
樺
林

撮
影
者
：
星
野 

郁
男

部
門
名
：
景
観
部
門

撮
影
地
：
長
野
県
佐さ

く

ほ
久
穂
町　
八や

ち

ほ
千
穂
高
原

　
星
野
氏
は
高
原
に
咲
く
レ
ン
ゲ

ツ
ツ
ジ
と
白
樺
林
の
美
し
い
風
景

に
魅
せ
ら
れ
、
写
真
仲
間
と
毎
年

の
よ
う
に
八
千
穂
高
原
を
訪
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
星
野
氏
か
ら
は

「
毎
回
天
気
に
恵
ま
れ
た
の
で
き

れ
い
な
風
景
と
し
て
の
写
真
は
撮

れ
て
い
る
も
の
の
、
こ
の
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
な
自
然
を
幻
想
的
に
撮

り
た
い
と
い
う
想
い
で
雨
の
降
る

午
後
に
家
を
出
た
と
こ
ろ
、
高
原

に
着
い
た
時
に
は
雨
も
ほ
と
ん
ど

上
が
り
、
予
想
以
上
の
霧
の
世
界

に
出
合
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

秋
を
装
う
三さ

ん
ぽ
う
い
わ

方
岩
岳だ

け

撮
影
者
：
西
山 

宏

部
門
名
：
景
観
部
門

撮
影
地
：
石
川
県
白
山
市　
ふ
く
べ
谷
登
山
道

八
千
穂
高
原
自
然
園
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
電
車
と
バ
ス
】
Ｊ
Ｒ
小
海
線
八
千
穂
駅
か
ら
バ
ス
で
約
40
分
（
八
千
穂
高
原
自
然
園
下
車
）

【
車
】
八
千
穂
高
原
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約
20
分

（
出
典
・
詳
細
：
長
野
県
公
式
観
光
サ
イ
ト
Ｈ
Ｐ

 https://w
w

w
.go-nagano.net/topics_detail6/id=3752

）

栂つ
が

の
木
台
駐
車
場
（
ふ
く
べ
谷
登
山
道
の
起
点
）
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
車
】
白
山
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約
１
０
０
分
（
一
般
道
：
約
70
分
、
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
：

約
30
分
）、
白
川
郷
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
約
40
分
（
一
般
道
：
約
10
分
、
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
：

約
30
分
）

※
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド
（
有
料
）
開
通
期
間
：
６
月
上
旬
～
11
月
上
旬
）

（
出
典・詳
細
：
白
山
白
川
郷
ホ
ワ
イ
ト
ロ
ー
ド（
旧 

白
山
ス
ー
パ
ー
林
道
）公
式
ペ
ー
ジ

 http://hs-w
hiteroad.jp/access-price/

）
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協
賛
企
業
特
別
賞
・
株
式
会
社
内
田
洋
行
賞

景
観
部
門
優
秀
賞
・
全
国
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
会
長
賞　

こ
の
作
品
は
、
10
月
末
の

晩
秋
に
十
和
田
八
幡
平
国
立

公
園
に
あ
る
赤
川
山
国
有
林

で
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
場
所
に
普
段
か
ら
出
か

け
る
袰
岩
氏
が
、
空
に
架
か

る
こ
と
が
多
い
虹
が
山
に
架

か
る
風
景
に
出
合
い
、
魅
了

さ
れ
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

た
そ
う
で
す
。

　

袰
岩
氏
か
ら
は
「
こ
の
度

は
入
選
す
る
こ
と
が
で
き
大

変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き

ま
し
た
。

作
品
名

作
品
名

冬
へ
の
懸
橋

撮
影
者
：
袰ほ

ろ
い
わ岩 

正
克

撮
影
地
：
岩
手
県
八は

ち
ま
ん幡
平た

い

市
赤
川
山
国
有
林

磨み
が
き

丸ま

る

た太

撮
影
者
：
南 
真
次

部
門
名
：
景
観
部
門

撮
影
地
：
和
歌
山
県
古こ

ざ
が
わ
座
川
町

　
こ
の
作
品
は
、
南
氏
が
床
柱
等

に
用
い
る
磨
丸
太
を
作
る
た
め
32

年
前
に
約
８
千
本
の
杉
の
苗
木
を

植
栽
し
、
植
栽
後
２
年
目
か
ら
下

刈
、
５
年
目
か
ら
は
数
年
間
隔
で

枝
打
を
繰
り
返
し
、
出
材
で
き
る

大
き
さ
ま
で
育
て
上
げ
た
森
を
撮

影
し
た
も
の
で
す
。

　

南
氏
か
ら
は
、「
丹
精
込
め
て

育
て
た
杉
を
、
自
分
で
撮
影
し
た

写
真
が
賞
を
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
、
こ
れ
以
上
の
喜
び
は
あ
り
ま

せ
ん
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き

ま
し
た
。

十
和
田
八
幡
平
国
立
公
園
（
八
幡
平
地
域
）
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
電
車
と
バ
ス
】
盛
岡
駅
か
ら
岩
手
県
北
バ
ス
で
約
１
１
０
分
、八
幡
平
頂
上
バ
ス
停
下
車

※
12
月
～
４
月
は
運
休

（
出
典
・
詳
細
：
環
境
省
Ｈ
Ｐ

https://w
w

w
.env.go.jp/park/tow

ada/access/index.htm
l

）

古
座
川
町
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
電
車
と
タ
ク
シ
ー
】
Ｊ
Ｒ
紀き
せ
い勢

本
線
（
き
の
く
に
線
）
古
座
駅
下
車
後
タ
ク
シ
ー
で
約
15
分

【
車
】
大
阪
か
ら
約
２
１
０
分
、
名
古
屋
か
ら
約
２
４
５
分

（
出
典
・
詳
細
：
古
座
川
町
Ｈ
Ｐ 
http://w

w
w

.tow
n.kozagaw

a.w
akayam

a.jp/kankou/

）

フォトコンテスト
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生
命
部
門
優
秀
賞
・
日
本
森
林
林
業
振
興
会
会
長
賞

　

原
田
氏
は
、
オ
オ
タ
カ
が

巣
作
り
を
始
め
る
３
月
か
ら
、

交
尾
、
子
育
て
を
経
て
、
巣

立
ち
を
す
る
６
月
ま
で
、
そ

の
様
子
を
毎
年
同
じ
森
で
観

察
し
て
き
た
そ
う
で
す
。
親

鳥
は
子
育
て
中
も
巣
の
補
強

や
フ
ン
で
汚
れ
た
巣
を
清
潔

に
保
つ
た
め
、
枝
を
折
っ
て

は
ヒ
ナ
の
た
め
に
運
ぶ
そ
う

で
、
こ
の
作
品
は
そ
の
枝
運

び
を
撮
影
し
た
と
の
こ
と
で

す
。

　

原
田
氏
か
ら
は
「
テ
レ
ビ

や
映
画
で
し
か
見
ら
れ
な
い

よ
う
な
生
き
物
の
営
み
を
、

写
真
を
通
し
て
見
る
こ
と
が

で
き
、
写
真
を
や
っ
て
い
て

本
当
に
良
か
っ
た
な
と
感
じ

て
い
ま
す
。」
と
の
コ
メ
ン
ト

を
頂
き
ま
し
た
。

作
品
名

運
べ
！
一
直
線
!!

撮
影
者
：
原
田 

健
治

撮
影
地
：
愛
知
県
（
オ
オ
タ
カ
保
護
の
観
点
か
ら
詳
し
い
撮
影
地
は
載
せ
て
い
ま
せ
ん
。）

　
こ
の
作
品
は
、
広
角
レ
ン
ズ
の

カ
メ
ラ
を
地
面
に
置
き
、
そ
の
カ

メ
ラ
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
撮
影
し
た
も

の
で
す
。
白
山
氏
の
作
品
は
前
回

コ
ン
テ
ス
ト
で
東
北
森
林
管
理
局

長
賞
に
輝
い
て
お
り
、
今
回
２
回

目
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

白
山
氏
か
ら
は
、「
地
面
か
ら

見
た
ブ
ナ
の
根
開
き
は
面
白
そ
う

と
い
う
発
想
か
ら
こ
の
撮
影
方
法

が
生
ま
れ
ま
し
た
。
賞
を
い
た
だ

き
と
て
も
感
激
し
て
お
り
ま
す
。」

と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

景
観
部
門
優
秀
賞
・
全
国
山
の
日
協
議
会
理
事
長
賞

作
品
名

ブ
ナ
林
の
根
開
き

撮
影
者
：
白
山 

健
悦

撮
影
地
：
青
森
県
十
和
田
市
南
八
甲
田

十
和
田
市
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
電
車
と
バ
ス
】
Ｊ
Ｒ
八
戸
駅
か
ら
十
和
田
観
光
電
鉄
㈱
バ
ス
で
約
70
分

【
車
】
第
二
み
ち
の
く
有
料
道
路・百も
も
い
し石
道
路「
下
田
百
石
Ｉ
Ｃ
」か
ら
約
30
分

（
出
典
・
詳
細
：
十
和
田
市
Ｈ
Ｐ 

http://w
w

w
.city.tow

ada.lg.jp/docs/2012051700011/

）
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生
活
部
門
優
秀
賞
・
国
土
緑
化
推
進
機
構
理
事
長
賞

　
こ
の
作
品
は
、
中
村
氏
の
お
子
様
が
元
気
い
っ
ぱ
い
森
で
遊
び
ま
わ
っ
て
い
る
姿
を
撮
影
し

た
も
の
で
す
。
森
の
中
の
中
村
氏
ご
家
族
を
写
し
た
作
品
は
、
前
回
コ
ン
テ
ス
ト
で
も
体
験
部

門
優
秀
賞
に
輝
い
て
い
て
お
り
、
今
回
２
回
目
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
村
氏
か
ら
は
「
虫
が
大
好
き
な
息
子
が
森
の
中
で
大
冒
険
し
て
い
ま
す
。
山
梨
に
は
ま
だ

ま
だ
豊
か
な
自
然
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
息
子
が
大
人
に
な
っ
た
と
き
も
、
こ
の
森
が
残
っ
て

い
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

作
品
名

ち
い
さ
な
大
冒
険

撮
影
者
：
中
村 

知
子

撮
影
地
：
山
梨
県
甲
斐
市

　２月25日（火）～28日（金）の４日間、農林水産省１階「消
費者の部屋」で入賞作品の紹介をしました。今回の企画で
は、当フォトコンテストの協賛企業「ミレー・マウンテン・
グループ・ジャパン株式会社」にも協賛いただき、森で楽
しく快適に過ごすための最新アウトドアアイテムの紹介も
行われました。
　来場いただいた方々がそれぞれのお気に入りの森とアイ
テムを見つけていただき、大切な仲間と森に行っていただ
ければ、と願っております。

甲
斐
市
へ
の
ア
ク
セ
ス

【
電
車
】
甲
府
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
中
央
本
線
で
塩
崎
駅
ま
で
約
５
分

【
車
】
中
央
自
動
車
道
双
葉
Ｓ
Ａ
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
か
ら
約
10
分
で
韮
崎
Ｉ
Ｃ
、
約
５
分
で
甲
府
昭
和

Ｉ
Ｃ

（
出
典
・
詳
細
：
甲
斐
市
Ｈ
Ｐ 

https://w
w

w
.city.kai.yam

anashi.jp/kanko_bunka_sports/kanko_
event/kanko_eventjoho/3961.htm

l

）

フォトコンテスト

農林水産省
「消費者の部屋」
での紹介


